
作成

＜摘要＞ ・常時100人以上の労働者を使用するとき → 総括安全衛生管理者を選任

・常時50人以上の労働者を使用するとき → 安全管理者、衛生管理者、産業医を選任

・常時10人以上50人未満の労働者を使用するとき → 安全衛生推進者（又は衛生推進者）を選任
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令和 7 年度（　令和7年　　4月　　～　　令和8年　　3月　）　安全衛生管理計画書

　　令和　7　年  　　4　月  　 　1　日

安 全 衛 生 方 針 　　作業手順の周知でリスクの低減と対策を図り、労災ゼロを達成しよう

特定した危険・有害要因　　→　特定した危険・有害要因に対しての実施事項（除去又は低減策）

・現場にあった作業手順書作成の実施が不十分　　　　　 →作業手順書に現場独自の手順・危険要因を盛り込んで作成し、作業員全員に周知する。
・墜落用制止器具の点検強化      　 →チェックリストによる点検（第三者による確認）
・軽微ながら車両交通事故が多く発生　　　　→個々の交通事故の反省とドライブレコーダーの活用

安全衛生スローガン 　　　作業の前に手順確認　手順と共に安全確認！！

株式会社　大石建設

代表者名 代表取締役社長　　尾崎　豪一

会  社  名

安 全 衛 生 計 画

重点施策 実施事項
管理目標
（管理点）

実施担当
実施スケジュールと評価スケジュール 実施上の

留意点4月～6月 7月～9月 10月～11月 1月～3月

墜落転倒災害の防止

1.作業主任者の選任及び作業の直接指揮及び作業手順の確認

作業者全員への作業手順の周知

2.墜落の恐れがある作業所では親綱を先行設置し､

　墜落制止用器具を使用する

3.作業床の端､開口部等には墜落防護施設 の設置を徹底する

4.可搬式作業台等からの墜落防止措置の徹底

5.現地一人KYを実践して、繰り返し型の事故をなくそう（つまずき

転倒）

無事故無災害 宮下　修
従業員全員に対する

周知徹底の確認

飛来物落下災害の防止

1.足場組立、解体等の作業を行う場合には、作業区域内の関係

　者以外の立入禁止措置をする。

2.足場等の高所には、落ちやすい物等は置かない。

　仮置きの必要がある時は、結束するか、箱、袋等に収納する

3.ｸﾚｰﾝの玉掛作業は､有資格者が行い､用具はその日の

　作業開始前に点検者を指名して的確な点検を行わせる｡

4.玉掛け作業の3・3・3運動を確実に実践する。

無事故無災害 宮下　修
従業員全員に対する

周知徹底の確認

作 業 所 共 通 の 重 点 施 策 ・ 実 施 事 項

従業員全員に対する
周知徹底の確認

安全衛生教育の実施
熱中症対策の強化
墜落用制止器具の点検
強化

1.雇入れ時、送り出し、作業変更の教育

2.職長・安全衛生責任者教育（能力向上教育）の実施

3.技能講習の派遣実施及び特別教育の自社実施の常態化

4.朝のKY時、個々の体調管理と気温に応じた柔軟な休憩をとる

5.墜落用制止器具の経年劣化の点検・下請作業員への対応強

化

随時
年1回
随時

田村　文規
宮下　修

建設機械災害の防止
ﾀﾞﾝﾌﾟ車輌災害の防止
通勤交通災害の防止

1.建設機械の運転業務は､有資格者に運転させる。

　資格証を確実に携帯する。

2.建設機械､ﾀﾞﾝﾌﾟ車両等の作業場所､旋回範囲内運行

　経路等は関係者以外の立入禁止の措置を講じる。

　作業員がやむを得ず接近作業をする時は、監視者を配置し

　接触災害を防止する。

3.ｸﾚｰﾝ、重機等は転倒防止の十分な足場養生を徹底する

4.路面に適した運転・スピードダウンの実行

無事故無災害 宮下　修

作業員が積極的参加する
よう指導を行う

重点対策 実施事項 重点対策 実施事項

墜落転落災害の防止
親綱・墜落制止用器具の使用徹底（器具の安全点検）

ｸﾚｰﾝ災害の防止
ｱｳﾄﾘｶﾞｰの地盤強度確認

作業手順の周知、遵守（現場独自の手順の加筆） 吊金具・ﾜｲﾔｰ等の始業前点検

安 全 衛 生 行 事

4月 ・安全協力会総会（4/1）・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 10月 ・全国衛生週間（10/1～10/7）・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

KY活動による危険要因の洗い出し（ﾋﾔﾘ･ﾊｯﾄ報告、一人KY） 333運動の実施（合図は、ハッキリと）

車輌系建設機械
災害の防止

作業半径内の立入禁止
交通災害の防止
（飲酒運転追放）

深酒厳禁（二日酔いは飲酒運転）アルコールチェックの実施
安全作業区画の設置 ゆとりある時間設定（眠くなったらちょっと休憩）
作業前計画の全員周知 スピードダウンの実施

7月 ・全国安全週間（7/1～7/7）　・熱中病予防月間・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 1月 ・職長教育、特別教育開催（1月～3月）・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
8月 ・熱中症予防月間・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 2月 ・岩田地崎建設株式会社安全協力会定時総会参加・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

5月 ・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 11月 ・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
6月 ・全国安全週間準備期間（6/1～6/30）・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 12月 ・年末年始労働災害防止期間（12/1～1/15）・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

管 理 者 区 分 役 職 名 氏 名
安 全 衛 生 担 当 役 員 代 表 取 締 役 社 長 尾 崎 豪 一

9月 ・全国衛生週間準備期間（9/1～9/30）・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 3月 ・定期健康診断・年度末労働災害防止強調月間（3/1～3/31)・社内安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

安 全 衛 生 管 理 体 制

衛 生 管 理 者
安 全 衛 生 推 進 者

取 締 役 専 務 小 澤 忠 司
労 務 安 全 課 係 長 宮 下 修

雇 用 管 理 責 任 者 代 表 取 締 役 社 長 尾 崎 豪 一
安 全 管 理 者 取 締 役 建 築 部 長 田 村 文 規

特記事項

工 事 担 当 責 任 者 各 部 部 長


